




研究要旨 小児期の骨発育を適正なものにするための努力は小児の健全な発育に重要であ

るばかりでなく、成人における骨障害、ひいては老年期における骨粗懸症の予防のために

も重要である。本年度は本研究班が一貫して行ってきた栄養・運動による介入効果をさら

に確実なものにするとともに、病的小児における骨の健康の面から検討を加えた。栄養に

関する検討においては 2 年間のカルシウム補充によって骨塩量は確実にL 昇することを確

認するとともに、カルシウム栄養評価法についても検討した。また、スクリーニングにお

ける被爆の問題に関しても X 線を用いない超音波による評価法についてもその妥当性を示

す成績を得た。さらに、病的小児においては、低出生体重児における栄養介入の必要性の

問題、重症心身障害者における骨折の危険因子の問題を明らかにした。 


